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「Initiative for Excellence」を囲む衛星のように、4大学術系列 (人文・人間科学系、社会科学系、自然科学系及
び生命・医学系)の各研究分野が連携・融合し、現代及び未来社会の課題解決を促す最先端研究・文理融合研
究をレインボーカラーで表現しています。

　神戸大学は、本学を支えてくださる多くのみなさまに対し、財務情報を積極的に提供することで、大学の経営
状況について広くご理解いただけるよう努めることが、国立大学としての重要な社会的責務の一つであると
考えております。
　そのため、本学では、国立大学法人法で作成及び公表が義務付けられている財務諸表等とは異なる観点か
らアプローチし、本学の財務状況についてできるだけ分かりやすく解説した Financial Report を 2006 年か
ら継続して作成しております。今回で 13冊目の発行となる本Financial Report は、教育研究、社会連携、ガバ
ナンスなどの非財務情報が財務情報と統合された本学の価値創造の姿をより分かりやすくお伝えするた
め、昨年から紙面をリニューアルいたしました。
　国立大学法人の会計制度は、企業会計原則に一定の修正を加えた国立大学法人会計基準に基づき成り
立っています。しかしながら、国立大学法人は利益の獲得や独立採算制を前提とせず、損益均衡をベースとし
ていることから、企業会計とは大きく異なる特徴を持っています。
　したがいまして、本学の財務状況をより深くご理解いただくには、本学のビジョン及び理念、並びにこれを
具現化した中期目標・中期計画、また、最新のトピックス、さらには、本学の活動の礎となるガバナンスの体
制についてお伝えすることが重要であると考えています。
　国立大学が法人化されて 15年目を迎えました。国立大学は、新たな経済社会を展望した未知なる研究領域
の開拓、産業構造の変化や雇用ニーズに対応した新しい時代の産業を担う人材育成、地域・日本・世界が直
面する経済社会の課題解決など、その役割はますます重要性が高まっています。この報告書が、本学の現状と
取組みに対するご理解をいただく一助となるとともに、より一層のご支援に繋がる契機となれば幸いです。 












































